


































































































































































































































   上ハ
    方今江戸ニ在ル
     予カ旧門人伊藤圭介ヱ
ママ
            絵像弐枚ヲ添フ
















































    足下ノ老師　　　フオンシーボルト
   右堀　達之助和解　　仰付翻訳出来





















































 a  26行目の「「ミスケロク」ノ草木ヲ亡失ナ
シタマフナ」が「「スケロク」 助六歟　君よりの
草木を亡失するなかれ」となっていること。




























































































シーボルトの原文は「portrait van mijen van 
UE」（私と貴方の肖像画）であり、この訳の
方が正しい訳になっているわけである。上書き
に は「van mijnen ouden Leering Itokeiske 
met twee Porteten」（私の古い生徒伊藤圭介へ 
二つの肖像とともに）とあったが、これだけで
は誰を描いた肖像なのかが分からないが、この
正確な和解によって、圭介とシーボルトの肖像
画が送られて来たことを知ることができる。圭
介の肖像画は、再会時の田中芳男の記録の最後
の段落に見えるWirgmanという「英国ノ画
工」によって描かれたものが約束どおりに送ら
れてきたのであろうが、併せてシーボルト自身
（新村出記念財団使用許可済。2009.2.11稿）
（よしの・まさはる　本学教授・新村出記念財団評議員）
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の肖像画も送られていたわけである。ちなみに
Wirgman（Charles Wirgman）は幕末から明
治初めに日本に在留していた「絵
イラストレーテッドロンドンニウス
入倫敦新聞」
の画家であり、慶応三年に英国大使を徳川慶喜
が大阪城中において引見したときに通訳をして
いたアーネスト・サトウ（Ereest Mason Sa-
tow）の姿も描き留めている人物である（新村
出「薩道先生景仰録」参照）。
　ところで、この「予」を挿入した正確な訳が
なされていることで、この写しはシーボルトの
原文を直接見ながら行われたものであることが
推測される。おそらく先の写しを行ったのち、
圭介はシーボルトの書翰の原文を見る機会を得
（その写しが重山文庫にあるものであろう）、そ
れによってみずから和解を試みたのであろう。
それゆえに「右ハ蕃書調所堀達之助蒙命和解出
来之由」という説明は省かれたものと思われる。
したがって、この写しは圭介自身の新しい和解
と言う方が良い。
　この新たな和解はシーボルトの原文の写しと
同時に行われたことがシーボルトの原文の写し
方から推測される。すなわち、シーボルトの原
文の上書きと一通目の最初から四分の三ほどま
では一枚の大型の紙（縦 21.5cm、横 54cm）
を左右に区画して書かれ、終わり四分の一は二
通の書翰の和解を書き終えた紙（縦 21.5cm、
横 27cm）の余白に書かれているからである
（すなわち新しい和解に用いられている紙は
シーボルトの原文の上書きと一通目の四分の三
ほどが書かれている紙を半分に切って用いたも
のである）。原文の二通目は和解と同じ大きさ
の紙二枚に書かれている。
　ところで、書翰原文の二通めの写しの二枚目
の裏に「八十翁書」と読める部分がある三十五、
六字の短文（判読不能部分があるが、俳句らし
きものを含む）が書かれている。これがシーボ
ルトの原文とその新たな和解を書き終えた後に
圭介自身が書いたものであれば、原文の写しと
圭介自身の和解がなされたのは圭介八十歳の時
ということになる。時に明治十五年（1882）
である。
５
　本稿で推定した三つの和解の関係を図示すれ
ば次のようになる。
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